
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　予定

平成29年度　予定 平成30年度　予定

平成31年度　予定 平成32年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２８年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 関野　勝仁

全体計画 経費区分 － 内線 3262

事務事業名 4150 男女共同参画社会づくり事業

所　　属 130400 市民共創部・男女共同参画課

施　　策 07013700 男女共同参画社会の実現

会計 01 一般会計
予算

科目 020116 総務費・総務管理費・男女共同参画推進費
科目

事業 010000 男女共同参画社会づくり事業

事業目的 事業概要・効果 

・第四次すざか男女共同参画計画に基づき、市・市民 ・市民の男女共同参画意識向上のため、男女共同参画

・事業者が協働して、男女共同参画社会づくりを推進 地域学習会を実施する。

する。 ・市民との共創により企画・運営する男女共同参画い

きいきフォーラムを実施する。

・家庭や職場における性別役割分担意

内

識やワーク・ラ

イフ・

部

バランス等、男女の働

評

き方について講演会を

価

開

催し男女共同参画意

【

識の向上を図る。

・若

二

年層のＤＶ（ドメステ

次

ィック・バイオレンス

】

）防

止の啓発を行う。

1

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実

頁

績及び予定

平成27年

平

度　実績 平成28年度

成

　予定

・男女共同参画

２

地域学習会を実施。 ・

８

男女共同参画地域学習

年

会を実施。

・男女共同

度

参画いきいきフォーラ

　

ム実施。 ・男女共同参

行

画いきいきフォーラム

政

実施。

・市内企業と連

評

携した研修会を実施。

価

・市内企業と連携した

事

研修会を実施。

・情報

業

誌「ペチャ＊クチャ」

別

に男女共同参画啓発記

シ

事 ・男女共同参画推進

ー

講演会を実施。

　を掲

ト

載。 ・デートDV防止

実

啓発リーフレットの配

計

布。

平成29年度　予

対

定 平成30年度　予定

象

平成31年度　予定 平

評

成32年度　予定

価対象



計画の目標値とした。

目標の根拠

指 標 名 積極的に社会参加ができるよう講座を開催

算　　式 講座参加者の年度ごとの参加者累計 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標 200 250 300 350 400
目 標 値

実 績

指標選定 講座開催に伴う年度ごとの参加者数をもとに５年間の参加者累計を指標とした。

の 理 由

最終年度 第五次須坂市総合計画の目標値とした。

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成27年度 平成28年度

決　　　算 予　　　算

事業費 2,626 2,723

国

内

庫支出金 0 0

特 定 都

部

道府県支出金 0 0

財 

評

源 地方債 0 0

その他 0

価

0

一般財源 2,626

【

2,723

正規職員 0

二

.8 0.8
人員数

嘱託

次

職員 0.0 0.0
（人

】

）
臨時職員 0.0 0.

2

0

正規職員 5,766

頁

.4 5,766.4

人

指

　員 嘱託職員 0.0 0

 

.0

コスト 臨時職員 0

標

.0 0.0

計 5,76

 

6.4 5,766.4

名

市民一人当たりの経費

算

0.2 0.2

総額 8,

　

392.4 8,489

　

.4

（単位：千円）

平

式

成27年度決算　事業

単

費の内訳

主な節 金額 内

位

容

男女共同参画地域学

年

習会講師謝礼、男女共

　

同参画いきいきフォー

　

ラム講師
8節  報償

度

費 345
謝礼、会議術

平

・心が伝わる話し方講

成

座講師謝礼

「男女共同

2

参画いきいき通信」印

8

刷等
11節 需用費 4

年

12

13節 委託費 0

度

15節 工事請負費 0

平

19節 負担金補助及

成

び交付金 0

男女共同参

2

画推進委員報酬、情報

9

誌「ペチャ＊クチャ」

年

広報掲載料ほか
その他

度

1,869

平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成27年度 平成28年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成27年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 女性役員がいる自治会数

算　　式 女性役員がいる自治会の実数 単位 町

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標 22 24 26 28 30
目 標 値

実 績 21

指標選定 女性が区役員として登用されている自治会の実数とした。

の 理 由

最終年度 第五次須坂市総合計画の目標値とした。

目標の根拠

指 標 名 男女共同参画地域学習会の実施

算　　式 男女共同参画地域学習会を開催した町の累計 単位 町

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標 4 8 12 16 20
目 標 値

実 績

指標選定 市内６９町（全町）開催を達成したため、男女共同参画地域学習会を２回以上実施した自治会数とした。

の 理 由

最終年度 第五次須坂市総合



委

も市民や事業所、行政

託

の協働により男女共同

費

参画社会づくりを推進

1

する必要がある。
コメ

5

ント

・事業の成果は上

節

がっているか

・目標に

 

対する達成度は十分か

工

有 効 性 ・市民生活

事

上の課題解決に貢献し

請

ているか 普通

・行政内

負

部の管理上の課題解決

費

に貢献しているか

・事

1

業の目的が達成できる

9

ような事業内容になっ

節

ているか

・男女共同参

 

画に係る事業は、自治

負

会(区)との共催で男

担

女共同参画地域学習会

金

の開催や、「男女共同

補

参画推進

市民会議」会

助

員の市民ボランティア

及

の皆さんとの男女共同

び

参画いきいきフォーラ

交

ム等を開催している。

付

評   価

コメント

・

金

成果を落とさずにコス

そ

トを削減する方法はあ

の

るか

効 率 性 ・効率

他

性向上に努めているか

Ｃ

変わらない

・使用料な

Ｈ

どの受益者負担や補助

Ｅ

対象事業の範囲など、

Ｃ

財源確保の余地はない

Ｋ

か

・これまでも、男女

個

共同参画地域学習会や

別

男女共同参画いきいき

評

フォーラムの開催に向

価

けて、市民ボランティ

項

アである「男女共同参

目

画推進市民会議」の皆

評

さんによる、フォーラ

価

ム等の企画、運営を行

観

ってきた。すでにコ
評

点

   価
ストをあまり

評

かけずに、市民参画に

価

より事業の成果があが

内

るよう工夫をしている

容

。また、学習会等に参

・

加の少
コメント

ない若

市

い世代に向け、PRの

民

方法を検討する。

振り

の

返り（決算年度の取組

生

み課題）

平成18年度

命

から実施してきた「男

・

女共同参画地域学習会

財

」は、平成27年度1

産

0町で開催し、市内6

を

9町を一巡し、全町で

守

実施

することができた

る

。男女が共同で仕事や

た

家事をすることへの理

め

解が進み、男女共同参

市

画意識が向上してきて

が

いる。今後も

継続した

実

地域学習を進めていく

施

。

することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成28

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

男女共同参画地域学習

平

会講師謝礼、男女共同

成

参画いきいきフォーラ

2

ム講師
8節  報償費

8

340
謝礼、男女共同

年

参画推進講演会講師謝

度

礼等　

「男女共同参画

当

いきいき通信」印刷等

初

11節 需用費 576

予

デートDV予防啓発リ

算

ーフレット購入

13節

　

 委託費 0

15節 工

事

事請負費 0

19節 負

業

担金補助及び交付金 0

費

男女共同参画推進委員

の

報酬、男女共同参画推

内

進講演会講師費用弁償

訳

ほか
その他 1,807

主

ＣＨＥＣＫ

個別評価

項

な

目 評価観点 評価内容

・

節

市民の生命・財産を守

金

るため市が実施するこ

額

とが必要不可欠な事業

内

であるか

・行政内部の

容

管理運営上必要な事業

8

であるか

必 要 性 ・

節

市が主体となり実施す

 

べき事業か 高い

・法的

 

な根拠や公的関与の妥

報

当性はあるか

・目的は

償

結果（施策の目指す理

費

想）に結びついている

1

か

・町別の男女共同参

1

画地域学習会に伴う区

節

民意識調査結果など、

 

男女の地位については

需

依然として男性優位と

用

考える方も多く、家庭

費

や地域、職場等様々な

1

分野での社会参画や性

3

別役割分担意識の解消

節

が必要である。その
評

 

   価
ためには今後



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

各町の協力により、男女共同参画地域学習会を開催し 男女共同参画社会の実現に向け、講演会や

内

地域学習会

ている。学

部

習会の内容を見直し、

評

今後も継続して、地 を

価

通じ、市民の更なる意

【

識改革が必要。

域の身

二

近な話題をもとに男女

次

共同参画意識の啓発を

】

進

める。

外部評価

次年

4

度以降の方向性

外部評

頁

価コメント

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


